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た
よ
う
に
，
４
旧
観
屯
は
一
片
繩
」
か

ら
も
逃
亡
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
四
・

こ
ハ
闘
争
に
つ
い
て
全
く
沈
黙
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
代
々
木
公
園

に
結
集
し
た
十
万
の
労
働
者
大
衆
に
対

し
て
、
自
分
た
ち
の
反
動
的
路
線
が
全

く
貫
徹
し
な
か
っ
た
こ
と
を
自
己
暴
露

す
る
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。
し
か

し
今
日
の
階
級
闘
争
○
党
限
的
組
織
配

置
の
現
段
階
に
お
い
て
は
、
か
か
る
事

態
の
な
か
に
ス
タ
ー
リ
ン
主
観
の
危
細

一
良
延
・
嘔
禎
お
Ｌ
て
し
く
九
ダ
に
Ｕ

か
か
る
帝
国
ま
栽
者
い
陰
険
な
る
黙
殺

を
強
力
に
打
ち
破
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。
い
か
な
る
意
味
に
お
ー
い
て
も

全
く
本
格
的
な
、
破
防
法
発
削
と
い
う

決
定
的
事
態
を
階
級
的
反
撃
Ｕ
射
程
に

と
ら
え
、
権
力
と
人
民
と
の
総
激
突
‐
‐
・

帝
国
主
義
国
家
権
力
と
革
命
党
と
○
死

闘
を
推
池
軸
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は

じ
め
て
実
現
し
う
る
よ
う
な
ー
ー
の
る

呪
但
に
λ
た
が
沃
同
に
次
弓
て
と
ｔ
、

四
・
二
八
が
日
本
階
級
闘
争
の
新
た
な

る
う
ね
り
○
出
発
点
を
形
成
す
る
巨
大

な
闘
い
で
あ
る
こ
と
の
認
識
は
普
遍
的

な
も
の
と
な
ら
ざ
ー
め
を
え
な
い
だ
ろ
う

と
い
え
る
。
｀
し
か
し
、
四
・
二
八
の
華

命
的
爛
発
は
そ
れ
が
十
・
八
を
質
的
に

上
回
る
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
反
｛

命
の
激
化
は
加
忌
度
的
に
進
行
ず
る
の

で
あ
り
、
そ
れ
以
上
の
勢
い
を
も
っ
て

つ
ば
の
な
か
に
日
本
列
島
を
た
た
き
こ
］
革
命
的
進
撃
は
渠
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

入
で
あ
る
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
世
界
危
機
の
導

火
線
＝
焦
点
と
し
て
位
置
す
る
ア
ジ
ア

に
お
け
る
帝
国
主
義
支
配
体
制
○
崩
壊

的
危
機
を
い
か
に
の
り
き
る
の
か
と
い

う
国
際
帝
国
主
義
の
ひ
っ
迫
せ
る
選
択

は
、
た
だ
、
今
日
の
危
機
を
最
終
的
破

紀
に
む
か
っ
ま
で
「
ひ
き
の
ぱ
し
」
す

る
し
か
な
い
防
衛
的
本
頁
に
規
定
さ
れ

て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
日

米
安
保
同
盟
政
策
の
堅
持
＝
強
化
を
め

ｊ
－
－

　
ー

一都
自
代
に
四
ニ

闘
い
の
裾
野
さ
ら
ｙ

　
四
・
二
八
沖
繩
奪
還
闘
争
の
火
柱
を
　
二
日
、
拠
点
慶
厖
大
学
日
吉
に
て
、
竺

高
々
と
打
ち
上
げ
た
全
&
S
y
五
月

一
百
余
ろ
の
都
内
各
大
学
自
治
．
公
代
表
者
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・
【
北
海
道
支
局
］
北
海
辿
の
四
・
二

　
八
沖
縄
奪
還
闘
争
は
、
札
睨
で
の
千
二

　
百
名
を
結
集
し
て
目
抜
き
通
り
を
圧
し

　
米
領
事
館
に
投
石
ず
る
実
力
闘
争
を
申

　
心
に
小
樽
、
室
蘭
な
ど
金
冠
各
地
で
闘

　
い
抜
か
れ
た
。

　
　
こ
の
目
礼
睨
で
は
大
通
り
公
園
に
中

　
校
旗
を
掲
け
た
反
戦
公
議
を
先
頭
に
、

　
高
校
生
も
自
む
千
二
百
名
を
結
集
し
決

　
加
集
会
が
か
ち
と
ら
れ
た
。
午
堡
八
時

　
す
ぎ
、
集
会
を
終
え
た
千
二
回
心
隊
列

ｊ
は
大
通
り
公
園
か
ら
、
北
一
．
西
十
三
の

　
米
領
事
飼
へ
の
淑
路
を
い
っ
ぱ
い
に
庫

　
し
い
ジ
グ
ザ
グ
デ
モ
を
展
開
。
米
領
事

　
’
館
前
で
は
デ
モ
隊
か
ら
一
斉
に
投
石
が

　
開
始
さ
れ
、
突
入
を
目
ざ
す
デ
モ
隊
は

　
疋
門
へ
激
突
す
る
。

　
　
こ
の
あ
と
、
屁
哨
心
目
抜
き
通
り
○

・
。
・
１
｀
い
い
。
．
；
・
゛
ｊ
．
゛
ｌ
゛
ｉ
’
ｌ
ｓ
・
一

'●‾て●　-
覆

ー
・

　
四
・
二
八
伸
縮
奪
還
闘
争
は
、
首
都
で
十
五
万
の
労
働
者
、
学
生
、
市
民
に
よ
る
都
心
制
圧
、
国
鉄
全
線
ス
ト
ッ
プ

と
い
う
大
爆
発
を
か
ち
と
っ
た
が
、
こ
れ
に
呼
心
し
た
北
海
道
、
東
北
、
そ
し
て
獄
中
で
の
闘
い
も
ま
た
、
こ
れ
ま
で

に
な
い
宍
扁
を
か
ち
と
っ
て
い
る
。

　
　
北
大
六
千
二
百
決
起

日
共
の
「
逆
バ
リ
」
を
粉
砕

市
電
、
車
を
止
め
る
激
し
い
ジ
グ
ザ
グ

デ
モ
が
続
く
。
七
時
二
十
分
、
突
如
、
駅

付
近
か
ら
か
け
定
デ
モ
で
札
幌
駅
突
入

を
め
ざ
す
。
駅
西
口
で
嘸
勁
隊
の
激
突

が
つ
づ
く
。
機
動
隊
へ
の
投
石
も
開
始

さ
れ
る
。
機
動
隊
と
○
対
決
は
駅
西
側

西
五
丁
目
の
陸
橋
へ
移
り
、
デ
モ
隊
の

周
囲
を
万
余
の
市
民
が
包
む
。
市
民
か

ら
嘱
動
隊
丿
暴
圧
に
抗
議
い
戸
が
あ
が

る
な
か
、
デ
モ
隊
は
こ
○
陸
橋
を
占

拠
す
る
。
交
通
Ｕ
要
所
（
函
館
本
緩
を

ま
た
ぐ
、
市
同
を
二
分
す
る
陸
橋
）
の

占
拠
に
よ
っ
て
札
幌
市
・
同
の
交
通
は
大

泥
乱
に
お
ち
い
っ
た
。
八
時
過
ぎ
、
北

大
訴
同
で
の
総
括
集
会
を
終
え
た
。

　
こ
の
旺
の
闘
い
に
先
た
っ
て
、
午
前

六
時
二
十
分
ご
ろ
日
賎
民
青
は
「
ト
ロ

ツ
キ
ス
ト
学
同
乱
入
阻
止
」
を
口
実
に

疋
門
を
バ
リ
ケ
ー
ド
封
鎖
を
は
か
っ
た

が
、
理
学
部
で
武
装
し
た
北
大
反
戦
会

の

議
な
ど
二
百
の
武
装
部
隊
は
丸
太
で
の

突
撃
に
よ
っ
て
完
膚
ま
で
に
粉
砕
し
教

養
部
前
で
の
集
会
を
圧
倒
的
に
か
ち
と

っ
た
。
こ
の
日
共
と
の
対
決
に
対
し
、

　
「
革
マ
ル
」
は
日
共
と
話
し
合
い
が
で

き
て
お
り
、
当
日
、
民
青
と
到
を
屁
べ

て
門
を
出
入
り
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
白
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
札
嗜
北
部

反
戦
十
五
名
を
先
頭
に
反
戦
眠
労
働
者

六
十
名
の
部
隊
も
、
社
会
党
、
組
合
幹

部
の
規
制
を
は
ね
○
け
戦
闘
的
デ
モ
を

か
ち
と
っ
た
。

駅
前
で
市
街
戦

仙
台
労
学
千
四
百
起
つ

　
【
宮
城
支
局
】
四
月
二
十
八
日
、
仙

台
に
お
け
る
沖
祀
奪
還
大
闘
争
は
、

″
四
・
ニ
ハ
を
恕
昌
十
・
ハ
に
″
と
い

う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
反
戦
会
議
を
中

心
と
す
る
学
生
九
百
石
と
青
年
労
働
者

五
巨
石
を
結
集
し
、
仙
台
市
は
じ
ま
っ

て
以
来
短
大
の
弾
圧
態
勢
を
打
破
す
る

閤
い
と
し
て
打
ち
抜
か
れ
た
。

　
二
十
八
日
、
午
後
五
時
に
市
レ
ジ
ャ

ー
セ
ン
タ
ー
前
で
の
四
・
二
八
実
行
委

員
会
宇
咽
○
集
会
に
参
加
し
た
学
生
九

巨
、
労
働
省
九
百
石
は
集
会
後
、
デ
モ

祭
止
区
域
で
あ
る
仙
台
駅
前
突
破
を
貫

徹
す
る
決
意
の
も
と
反
戦
会
議
な
ど
の

学
生
部
隊
が
先
頭
に
な
り
、
目
抜
き
辺

り
○
駅
頭
的
デ
モ
を
展
開
し
た
。

　
駅
に
通
ず
る
、
倚
葉
通
り
に
は
、
仙

台
市
は
じ
ま
っ
て
以
来
○
六
百
石
り
機

動
隊
が
完
全
武
装
で
弾
圧
体
制
を
し
い

た
。
し
か
し
、
先
頭
部
隊
が
こ
れ
に
激

し
く
ズ
ク
ラ
ム
で
激
突
し
は
じ
め
る
な

か
、
別
○
戦
闘
団
が
中
央
通
り
へ
迂
回

回

=

j
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し
、
一
気
に
仙
台
駅
へ
か
け
抜
け
、
青

葉
通
り
の
阻
止
線
を
突
破
し
、
機
動

隊
の
大
弾
圧
態
勢
を
ズ
タ
ズ
タ
に
し

駅
前
広
場
で
は
一
時
間
に
わ
た
る
官
憲

を
よ
せ
つ
け
ぬ
座
り
込
み
集
会
が
、
二

千
の
市
民
の
と
り
ま
く
な
か
か
ち
と
ら

れ
た
。
そ
の
後
、
駅
前
を
中
心
と
し
た

繁
華
留
に
市
民
を
台
め
て
二
千
余
名
の

デ
モ
が
展
開
さ
れ
、
こ
れ
に
弾
圧
を
お

こ
な
お
う
と
し
た
権
力
と
徴
し
い
投
石

戦
を
白
め
て
九
時
半
す
ぎ
ま
で
権
力
と

の
激
闘
が
つ
づ
い
た
。

　
四
・
二
八
仙
台
駅
前
デ
モ
は
、
仙
台

に
お
け
る
初
の
実
力
闘
争
と
し
て
駅

前
突
破
の
闘
争
を
実
現
し
仙
台
学
生

運
動
は
い
っ
き
に
新
入
生
を
も
巻
き
込

ん
で
新
た
な
段
階
に
突
入
し
て
い
る
。

獄
中
で
ハ
ン
ガ
ー
ス
ト

　
　
四
・
二
八
沖
範
闘
争
に
連
帯

　
獄
中
の
広
島
大
、
横
国
大
な
ど
欲
多

く
の
束
犬
闘
争
的
被
告
は
、
四
・
二
八

沖
一
男
遡
闘
争
に
呼
応
し
て
ハ
ン
ガ
ー

ス
ト
ラ
イ
キ
で
全
国
の
閑
う
労
働
省
・

学
生
に
嘸
僣
ｏ
意
志
表
示
況
泌
し
た

と
獄
中
の
学
生
か
ら
報
告
が
入
っ
た
。

　
四
月
二
十
七
日
○
破
防
法
遡
用
と
い

う
権
力
ー
○
狂
気
じ
み
た
大
弾
圧
を
知
っ

た
獄
中
○
学
生
は
、
自
然
発
生
的
に
ハ

ン
ガ
ー
ス
ト
に
入
っ
て
い
っ
た
。
「
四

・
二
八
勝
利
」
「
沖
祠
男
漣
」
「
破
目

統
粉
砕
」
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
ー
の
眉
利

と
共
に
、
ハ
ン
ガ
ー
ス
ト
は
東
大
闘
争

の
全
仮
告
に
波
及
し
、
四
月
二
十
七
、

八
、
九
日
と
大
ス
ト
ラ
イ
キ
が
か
ち
と

ら
れ
た
の
で
あ
ゐ
。

　
ハ
ン
ガ
ー
ス
ト
と
い
う
、
権
力
に
完

全
包
囲
さ
れ
た
中
で
残
さ
れ
て
い
る
最

後
の
手
段
の
貫
徹
は
、
か
の
ベ
ト
ナ
ム

に
お
け
る
「
焼
身
自
殺
」
に
も
匹
敵
ず

る
死
闘
で
あ
る
。
運
動
時
間
を
利
用
し

て
「
徹
罰
」
覚
悟
で
仲
間
に
呼
ひ
か
け

る
。
「
夷
議
な
し
」
の
力
強
い
声
が
は

ね
か
え
る
。
二
十
七
日
○
夜
は
、
「
徹

罰
邑
へ
叩
き
込
も
う
と
す
る
看
守
と

し
が
み
つ
く
学
生
と
の
乱
闘
い
『
声
が
各

所
で
聞
か
れ
た
と
い
う
。
権
力
の
ど
真

中
で
ス
ト
ラ
イ
キ
を
罰
い
と
ら
れ
た
刑

務
所
当
局
は
、
事
務
上
必
ず
食
べ
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
食

事
を
拒
否
さ
れ
、
残
っ
た
食
事
Ｏ
「
ヤ

リ
勅
」
に
宍
困
惑
し
、
獄
中
の
学
生
に

対
し
卑
劣
な
弾
圧
４
出
た
の
だ
。
ハ
ン

ガ
ー
ス
ト
は
刑
務
所
当
局
に
対
し
大
打

撃
蓉
え
た
の
で
昔
・
そ
し
て
ヽ
五

丹
九
～
十
日
に
は
ぷ
び
、
地
裁
デ
モ
に

呼
Ｕ
し
て
ハ
ン
ガ
ｔ
ス
ト
に
入
ろ
う
と

ﾄ

。
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Ｃ
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Ｃ
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ｋ
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つ
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つ
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？
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抑
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振
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９
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ふ
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江
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沁
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９
ふ
９
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叫
靫
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霧
一
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に
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印
に

詣
９
ふ
紅
コ
固
有
片
耳
恥
マ
屡
屡
０

μ
’
恥
同
好
ｒ
ｏ
司
耳
ホ
￥
Σ
ｃ
游

　
　
　
　
゜
９
卯
ご
０
収
０
９
９
り
ユ
ｑ

ｍ
９
ら
９
心
が
溺
同
扁
同
源
返
照
ホ

ぷ
吸
掻
ヨ
０
φ
一
「
隣
Ｈ
振
日
・
迦
価

当
限
９
ふ
？
Ｍ
吸
呑
￥
」
収
ら
？
印
？

　
゛
ユ
ふ
月
収
零
Υ
ψ
０
司
詞
同
「
ホ

￥
叫
」
作
家
圓
ホ
￥
知
ヨ
匹
ホ
ｙ
層

司
ｙ
咄
リ
ぷ
ｏ
以
ｃ
９
ュ
一
り
一
肩
黄

菅
ィ
泌
汽
ユ
ユ
嵐
？
息
ご
つ
吸

額
３
０
ユ
つ
？
ａ
９
債
黒
目
‥
回
逼
心
‥

辿
￥
φ
寥
い
知
皆
ー
￥
ｏ
圭
一
顧
皆

%
雄
４
耳
９
収
瓊
沓
Ｇ
圖
涯
万
￥

日
９
伺
弐
面
折
揚
―
ｗ
雄
司
コ
９
侭

　
‰
が
賢
治
寓
０
￥
樋
孵
侭
詞
貨
雨
司

り
９
卯
ｊ
ｌ
タ
日
ド
ｏ
フ
恥
￥
同
額

　
゛
￥
９
孤
ｙ
凶
９
ふ
？
圈
￥
ａ
Ｙ
ぶ

示
レ
’
乙
一
７
１
７
ｒ
％
｛
ｙ
ｍ

Ｊ
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亦
り
Ｍ
コ
乖
背
ユ
り
隅
ポ
一
河
毎
融

収
Ｖ
７
・
回
知
将
尽
マ
一
価
９
ふ
？

硲
０
叫
μ
揚
日
・
迦
樋
苔
冷
蔵
治
￥

　
　
　
聡
卯
ご
？
フ
し
ら
？
μ
ｙ
″
ン

班
い
ー
ユ
ｃ
９
吊
画
折
り
ｉ
タ
ロ
ド
Ｈ
‥

扁
痢
順
付
図
励
皆
９
伺
隅
ｙ
翠
唄
阪

ぶ
Ｓ
司
図
陶
￥
９
ふ
祁
コ
ヨ
耳
治
ｙ
順

R

y
c
F
｛
g
j
i
n
N
＆
5

娠
一
栄
詞
鮎
軍
雨
冒
萌
胸
り
一
応

　
　
吊
ｙ
り
？
９
り
ユ
こ
万
旦
一
〇

即
遡
四
煕
｝
宙
吊
り
ー
０
栄
一
０
を
岳

つ
９
み
μ
０
印
ユ
μ
ご
飛
恥
コ
ュ
一
ふ
剔

芋
ホ
笞
ｏ
９
り
ユ
ｙ
刄
＆
？
フ
り
一

葦
写
石
弓
扁
ｃ
ｓ
辺
コ
践
０
印
家

ユ
ｃ
卯
計
聊
ら
０
卯
吏
司
ィ
卯
吏
心
‥
い

一
９
ふ
コ
／
、
μ
ー
ロ
ｙ
曇
凍
雨
ぶ
笞
ユ

ｑ
紅
コ
蓼
犀
雨
Ｗ
峠
団
&
9

J
2
5

R
G
:
4
（
『
卯
声
マ
添
田
』
）
「
９

９
江
沢
９
団
柄
９
召
ｙ
ふ
膀
ｚ

「
弓
政
晋
り
謡
誠
忠

マ
フ
ｃ
弓
ィ
な
出
柄
コ
つ
９
り
ユ
ｃ

９
み
徊
烹
謳
￥
β
マ
ペ
μ
ｌ
ｎ
ｚ
ｏ

愈
出
？
娠
一
０
り
ー
了
霖
ぷ
ペ
ロ
ぶ
ｏ

ｙ
４
Ｊ
ｏ
ｔ
｝
Ｒ
｛
ｒ
ィ
硲
０
鴎

μ
楊
日
・
叔
扨
苔
知
念
ぶ
ご
（
￥
印

Ｍ
掻
卵
脂
ｗ
ら
り
？
芦
原
ｏ
ｙ
ー
ｏ
ａ

Ｔ
９
ふ
腿
哨
コ
団
団
苓
喇
原
器
語
９

石
印
以
ｃ
？
き
ｊ
み
ら
り
？
φ
一
ｌ

4

J
m
N
&
i
9
%
J
7
＆
＆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
°
9

ふ
０
９
り
ユ
ｃ
々
み
コ
り
一
以
つ
９
面

阻
留
器
財
収
剔
限
局
印
ぶ
司
印
掛
逼

０
？
ｗ
慟
見
回
懲
７
９
卯
ふ
０
９
り

６
Ｃ
Ｑ
｛
＆
峯
（
４
ｔ
｛
｛
４
９

此
岸
懲
石
か
印
西
茅
原
Ｗ
こ
９

9
C

o
6
&
d
0
6
Q
i
C
4
¥
廊
斑
ｏ

｝
包
肇
国
猫
コ
以
？
０
ユ
ｃ
？
コ
？

っ
｀
后
り
ー
ユ
ｑ
？
妬
一
価
０
φ
岡
ー

剱
融
収
汽
ぶ
哨
り
ー
９
ふ
秘
コ
ベ

乙
λ
切
屑
ｏ
Ｇ
一
一
〇
λ
ヱ
興
Ｗ
ｏ
い

p
4
&
‘
Q
4
M
I

R
l
l
S
%
S

1
R
@
l
g
a
W
｛
&
3

J
w
t

ぷ
切
列
い
ｏ
ｖ
ｄ
ｓ
ｖ
・
ｙ
伺
叫
Ｓ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
り
政
ぶ
町

ｗ
し
』
‘
涼
ン
以
ｃ
多
知
？
コ
じ
Ｑ
卯
ふ

９
マ
９
心
西
慮
犀
お
賢
答
ユ
河
征
司

φ
一
叫
斑
猫
日
・
裴
認
一
巡
知
９
む

９
4
‐
．
附
泌
洽
ｉ
叫
一
軍
０
応
図
靫
収

コ
Ｆ
寡
ｏ
９
９
ふ
０
以
ｙ
爵
号
斑
緊
知

い
２
？
‐
貯
秘
コ
腎
軍
国
猫
寓
目
ｙ

り
政
だ
０
以
ｑ
ぶ
９
０
ン
柘
ｙ
ふ
貿
医

ホ
日
哨
り
ー
０
ら
‰
９
μ
９
９
ｃ
み

吸
塵
恙
顎
お
印
琳
害
ユ
印
っ
司
ユ

7
&
R
y
l
t
.
l
j
｛
c

o
6
M
C

？
り
恥
９
お
劃
只
笏
っ
胆
ｉ
曼
イ
っ

９
卯
ぶ
９
ご
罰
０
コ
一
寡
切
馴
ぶ
奮

闘
融
収
ン
φ
ら
？
ユ
ｃ
９
西
ｙ
一
・
回

　
知
ユ
ｃ
？
コ
￥
ｙ
‐
斑
Ｙ
ｐ
柳
卵
尽
鴎

拓
平
家
９
０
ｙ
河
ユ
っ
ら
ぶ
９
コ
Ｙ

９
り
ユ
っ
罠
０
一
西
賢
司
印
陪
踊
巾
０

ｆ
１
‾
ｆ
Ｊ
ｓ
ｓ
　
ｉ

１

１
‾
ｐ
ｌ
¥
¥
＝
ｆ
ｆ
７
‐
＝
”
’
＝

９
９
ふ
諾
誉
日
目
西
扁
０
Σ
逼
頌
陶

り
回
x
m
5
9
t
t
S
I

J
I
1
3

倣
水
９
ふ
統
一
琲
如
実
し
０
イ
庫
§

m
S
S

o
6
&
d
0
7
R
W
d
l
l
4

之
母
斑
ュ
ｃ
？
コ
９
聡
知
７
痙
ｏ
ｗ

鴎
印
邨
海
９
ふ
圖
コ
臓
間
隙
収

Ｑ
り
政

ｎ
ａ
形
笞
陶
琲
ー
瓦
逼
哨
雁
珊
印

む
寥
り
哨
コ
ら
り
？
０
で
心
ュ
ｃ

９
＆
苔
歩
哨
に
答
コ
裳
諾
画
石
印
冰

m
&
/
3
H
’
M
I
｝
7
p
¥
o
6

&
d
M
R
3
&
9
R
j

G
5
y
）

腎
畜
￥
哨
不
実
い
娯
一
家
無
隙
収
Σ
一

・
回
哨
ュ
ｃ
？
コ
Ｍ
志
国
揚
水
日

　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
゜

９

卯
限
０
９
り
ュ
リ
り

四阿
コ
侈
９
ン
Ｍ
コ

哨
糾
冒
４
鴨
匹
回
鶏
し
ー
り
？
９
ｙ
９

ュ
ｃ
９
西
聊
鄙
哨
Ｍ
猫
ｏ
φ
淵
印
瑞
嘔

邨
鮒
知
狐
ぶ
哨
如
吏
知
ュ
つ
秘
コ

琳
私
印
ぼ
河
ｏ
邨
国

4
7
り
咄
リ
ら

’
　
　
　
　
　
　
　

o

7
g
y
R

罰
琢
扁
聊
一
ら
ー
？
ン
ｑ
脚
否
？
Ｄ
Ｑ
９
’

ふ
０
９
９
り
λ
谷
川
９
し
う
同
座
以

　
Ｘ
っ
？
哨
咄
印
仮
寓
０
限
似
Ｍ
罫
り

S
｛
i
4
R
y
G

.
A
j
6
4
0
G

？
否
認
実
収
同
舟
聊
０
ユ
伺
り
コ
限
珊

印
冰
艮
琳
驀
０
折
晦
ｍ
一
顧
為
剱
マ
召
ヨ

０
φ
一
斑
哭
０
崔
￥
Ｎ
Ｖ
Ｈ
口
抑
禰
梁
曝

4

2
7
6
J
C
C

o
&
&
d
S
7
4

９
Ｒ
Σ
ｙ
ら
？
ユ
っ
？
習
㈲
印
「
印

§
ｗ
」
コ
ｃ
召
ｎ
？
匯
腎
印
に
賓

収
印
屏
珀
印
７
激
冰
国
ｏ
り
収
到
ａ
蔡

、″
ふ
匹
齢
伺
以
コ
四
回
ら
い
マ
限
裂
帛

繊
恣
謳
ヨ
石
窟
知
恒
眉
引
倣

０
堅
副
扱
寓
目
９
伺
９
コ
邨
国
分
９

{
¥
}
M
a
i
R
Z
4

F
x
m
j
l
s

Ｙ
E
J
G
‐
｢
m
M
i
i
｣
￥
」
９
り
ユ

1
1
一
一
・
一
四
一
■
皿
Ｓ

i

f
'
l
i
s

　・=glｴ100S蒔石穏

￥￥斎○嘴喩一画￥寥肩巾

ｑ
？
ら
？
μ
尼
…
習
ぷ
聊
爾
ぶ
０
噺
ヨ

溥
氾
０
ご
逼
コ
Ｔ
回
ｇ
国
鵬
日
０
‐
ュ

ｃ
心
司
汪
函
々
い
し
栄
印
叫
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
゜
９
９

江
河
和
陶
帑
回
路
遜
り
国
恥
印
ぶ
笛

コ
互
は
ら
り
？
９
ｙ
涜
コ
戻
司
引
ー
ぶ

に
醤
０
に
聯
冰
国
江
蜀
畝
０
争
と
Ｇ

Ｑ
ぷ
別
コ
同
旨
挑
４
随
消
印
「
邨
影
」

ｏ
「
Ｗ
器
」
知
回
μ
同
沁
諮
ｏ
７
蛍

０
疹
凛
９
ふ
回
ｇ
ｏ
隙
軍
国
揚
水
日

　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
ら
宛
ダ
ー
戸
ご

り
？
鞭
跳
出
ご
石
マ
っ
Ｇ
§
卯
江
９

μ
侭
恥
心
‥
恢
４
回
腸
混
０
７
・
！
函
ロ
ぶ

ヱ
ｙ
ｏ
「
屡
次
一
面
」
９
ぷ
一
つ
？
｝

辰
０
回
§
４
０
ｖ
ｄ
Ｓ
Ｖ
・
ギ
能
ぼ
Ｓ

　
ぎ
り
？
嘔
鴨
剔
鮪
和
則
国
画
口
笛

ｊ
べ
ぶ
０
ュ
ｃ
心
以
ｃ
い
？
を
り
ュ

ｑ
？
ら
９
召
恚
踊
０
哩
霜
印
履
ぷ
ヱ

６
ヱ
ｃ
ｃ
ｑ
ｌ
芯
知
ぶ
関
根
ヂ
目
ｙ

ヱ
ぶ
斯
軍
国
根
水
日
ｏ
り
恥
９
お
心
剖

コ
返
照
？
蚕
雨
‐
駆
聊
ヱ
ぷ
ヱ
９
ふ
マ

S
&
&
4

2
d
l
5
関
冷
廓
胆
ヱ
乙

ヱ
ー
日
Ｉ
Ｘ
ヽ
司
印
９
Ｑ
ふ
？
ら
．
争

ぷ
印
コ
同
玄
麦
ュ
り
印
コ
（
Ｏ
ｖ
ｄ
８

ｖ
）
影
恥
高
閣
が
力
ｙ
ぷ
ぶ
ヱ
印
珊
ｏ

争
訟
卵
膜
分
泌
０
日
ナ
百
瓦

　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
Ｇ
り
緊
怯
ぶ
ら

り
マ
９
り
ュ
っ
？
ｃ
岳
附
涵
刄
コ
ぞ

励
祠
μ
争
包
丁
９
卯
陳
ユ
屡
｛

完
Ｍ
皆
ｏ
印
以
ｏ
療
円
佃
石
日
面
憲
４

ｙ
￥
懲
可
雖
ご
０
９
し
ｃ
ｑ
聊
徊

寡
群
剔
べ
μ
ｌ
ｎ
Ｚ
同
ベ
ヱ
一
ン
９
ふ
凶

コ
融
収
コ
９
ふ
弧
ｏ
９
り
ュ
ｃ
恥
ン
恥

ｊ ｙ
＆
９
ぞ
ｆ
｝
Ｓ
４
「
泌
環
軸
収
」
０

ａ
寥
μ
つ
祠
墜
画
揚
水
日
/
U
％

コ
嘔
罰
０
弱
者
印
が
皆
ご
り
？
旨

恣
芯
寥
琢
ｇ
蕉
蓄
照
応
一
朗
融

面
０
．
Ｍ
Ｉ
ヱ
６
ぷ
ペ
ロ
ぶ
里
方
μ
尽

掻
割
コ
寵
回
０
日
出
０
φ
圖
拓
治
平
家

０
冒
轍
び
一
回
一
面
晦
ふ
？
頭
苛
孤

聊
印
蜀
喘
憩
芯
臓
囲
跡
収
０
江
一
応
恥

０
寥
紀
伝
皆
印
‐
群
陽
哨
愉
寓
０
一
面

ン
ふ
？
９
コ
限
砥
鰐
口
祷
０
倆
叫
ぶ

乙
ヱ
９
訟
l

y
9
c
o
7
R
9
4

R
m
J
d
9
m
&
R
｢
6
4
R
＆

口
」
０
阻
烈
日
吉
比
ｃ
？
訓
慧
軍

国
揚
水
日
石
ｊ
Ｔ
．
ロ
ｙ
り
ヘ
ヱ
一
ン

ｏ
ｏ
胴
翫
ａ
宮
Ｑ
４
「
裾
球
ほ
斟

こ
句
ｃ
卯
ぶ
印
瓦
氏
μ
９
ｍ
蓄

ユ
ｑ
？
ご
エ
雨
―
迦
ロ
ぷ
φ
レ
釦
ｑ
り

a
d
H
｛
1
4
W

J
扁
０
祠
聊
覆

轍
？
徊
召
０
墜
硲
揚
京
日
石
篇
圓

謙
面
衰
氏
ｑ
限
緊
雅
’
一
ｃ
η
９
？
コ

&
j
E
I
｝
O
@
j
¥
r
r
｛

　
　
　
　
　
　
ｏ
９
一
ｒ
一
〇
９
り
づ
一
ｃ
匈

？
口
跨
ぶ
０
爺
誉
’
？
ｃ
９
ｎ
膚
忿
ｏ

限
緊
密
旨
ｙ
冷
０
一
一
蛍
石
ｘ
ｃ

？
コ
ｙ
陥
廉
Ｎ
ｏ
ｙ
一
騎
ヱ
ぷ
ヱ
９

ふ
ユ
ｃ
９
＆
賊
ｓ
琴
Ｍ
国
胸
廓
０
聊

ぶ
Ｍ
揚
寓
日
ｏ
ｃ
一
思
召
？
９
り
ユ
μ

寥
っ
り
肆
コ
一
雄
ら
哨
？
り
苔
瓦
祠

？
っ
９
ふ
啓
司
？
Ｑ
刀
心
侭
β
り
＆

マ
Ｄ
り
涯
コ
扁
０
湘
獅
回
腸
ユ
っ
？

E
i
m
5
1
K
I
S
｛
N

J
u
g

回
コ
晦
４
限
恥
０
諸
Ｅ
日
知
聚
ふ

哨
振
寓

ユ
印
つ

ふ
寥
ユ

ぶ
旧
聞

晦
完
４
・

φ
β
ｔ

河
瓊
印

揚
宰
日

聊
印
べ

９
０

』
昧

協
拠
印

コ
ぃ
り

　
゛
ａ
寥

甥
陳
を

印
智
歯

国
雄
ゝ

回
心
ａ

Ｏ
圖
一

ユ
ｑ
？

i
＝
3

翁
９
コ

　
o
7
g

傾
朗
鷲

田
痢
Ｘ

j
t
7
r
¥

＆
泌
珊

‐
嘔
司
Ｑ

￥
弩

ｒ
Ｅ
ｎ

A
J
¥

ふ
瓢

乙
ぶ
髄

5
¥
4

髪

ー
憚
蚕
ｍ
呉
要
一
、
　
　
　
　
　
　
ハ

啓
１
０
｝
｛
Ｒ
Ｘ
Ｍ
ｊ
ｍ
１
９
Ｍ
’
Ｗ
Ｆ
　
Ｉ
￥
ｍ
=
=

ｔ
?
ｌ
ｃ
＆
Ｉ
Ｒ
３
￥
４
Ｒ
＆
９
Ｍ
Ｘ
￥
　
４
Ｆ
田
＝

嘔
剔
辱
宰
日
ｒ
¥
｛
Ｉ
Ｘ
Ｍ
　
７
圖
Ｑ
？
屡
喩
澱
４
圓

厦
ａ
暴
購
鶯
嶺
ー
　
篤
閣
０
匯
涙
軍
扮
り
マ
・
冴
○
呼

劈
管
掌
４
限
屠
酉
０
痢
財
り
雇
コ
賢
寫

ｌ
肩
浦
０
￥
軍
９
倅
ぽ
誉
び
家
出
励
磁

￥
3
E
B

g
!
M
;
W
y
W
｛
圖
￥
日

　
2
9
1
1
4
Ｖ
口
・
回
汚
｝
腿
０
吟
誠
治
￥
？
恥
雨
脚
聡
コ
苧
￥
蚕
布
ぶ
４
巾

　
ｏ
ｊ
１
片
ａ
ご
言
と
一
ふ
ひ
．
診
　
ｗ
ｙ
こ
・
回
ー
胚
昌
４
一
面
￥
層
ア

　
R
1
5
t
t
l
日
・
勿
恒
蜀
奎
ゐ
￥
蔡
一
回
ｊ
ぷ
桓
否
否
吋
４
ホ
果
？
＆

　
i
S
4
1
9
4
y
}
J
y
n
9
S
a
4
}
O
j
i

7
1
5
4
1
｢
S
G
E
m
l

　
&
4
J
I
S
I
&
B
0
9
S
9
M
y
y
4

1
1
3
9
1
y
F
‐
l
｢
{
1
9

　
y
｣
0
7
t
7
t

9
何
W
￥
}
a
l
&
S
S
¥
C
9
1
y
i
j
{
¥
j
t
9
&
i

瓢
丿
砂
吉
鰻
茅
￥
峯
y
9
S
＆
4
3
&
i
¥
　
2
9
1
9
y
国
９
子
街
コ
噛

　
￥
否
雅
一
孚
０
吟
誦
￥
日
吊
迎
§
印
一
字
０
吟
圓
ホ
￥
固
阪
ふ
兄
泥
一
座
０
波

　
惣
妬
一
￥
日
R
4
¥
&
R
i
5
d
4
Q
E
j

i
1
2
1
11
‐
2
1
M
y
9
X
x
u

　
9
r
｛
4
n
l
.
i
i
M
i
%
4
1
¥
&
I
R
9
1

Q
4
a
l
l
o
U
4
9

　
i
S
　
2
1
1
5
9
1
y
峯
c
l
¥
9
&
R
R
5
s
［
　
e
喊
￥
滅
阿
Ｔ
辱
弦
乙

　
ｙ
四
海
０
吟
礁
葺
雨
〇
呼
コ
聯
国
辱
ホ
￥
・
一
面
、
生
０
陣
1
9
E
9
M
S
I

　
0
7
1
F
9
1
D
）
H
　
M
｝
a
y
i
9
S
3
＆
憲
０
吟
一
￥
日
２
７
１
３

　
収
差
鼎
・
回
碑
字
征
濤
耳
ｊ
ｌ
片
白
ゾ
ホ
薔
コ
昼
０
晦
斑
櫛
目
・
迦
恒
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笛
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S
S
3
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G
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日
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恒
コ
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｛
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＠
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９
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湖
Ｗ
Ｏ
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剛
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￥
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否
孤
０
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田
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マ
素
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ア
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０
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０
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ｒ
Ｓ
９
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Ｓ
ｉ
‐
?
ｔ
４
ｄ

Ｑ
１
４
ｎ

巌
￥
０
晦
一
画
￥
国
字
、
￥
車
ヽ
￥
日
、
『
イ
Ｑ
’
○
漸

U
I
一
石
マ
○
／
コ
姉
○
暗
証
娠
日
・
折
儲
刄
茜
・
ｉ
画
￥

　
　
゜
９
り
ユ
伺
昨
幻
面
否
回
廊
印
陽
ヨ

ａ
Ｍ
Ｊ
ｙ
｛
ｉ
ｍ
｛
Ｕ
／
｛
６

９
Ｍ
９
μ
聊
鰍
否
鳶
ぶ
０
り
ー
０
ー

捧
聡
収
・
齢
冷
司
・
聊
司
カ
旧
恥
Ｏ
ｙ

日
砂
耳
丿
回
目
否
宙
○
〔
ご
っ
？
印

９
０
笞
Ｙ
可
否
剛
球
０
μ
砺
０
φ
一
円

1
3
n

o
4
苧
汗
屏
否
吊
涵
０
り
圓

コ
￥
糾
口
和
町
ぶ
司
否
限
巾
妬
騨
恥
脊

ユ
ｑ
ａ
徊
聊
ユ
ｑ
ら
、
斟
ご
ユ
ｃ
ｒ

コ
り
一
回
斑
Ｙ
司
阿
フ
幽
妬
み
頚
Ｍ

紅
迦
０
咄
宙
回
↓
知
影
國
出
荷
頴

ふ
ｃ
誕
砂
回
収
ｍ
印
影
固
恥
誓
・
影
一

滴
ぶ
０
圃
忿
昏
紅
泉
ｙ
ｙ
賢
一

　
　
　
　
旨
つ
収
乖
が
ほ
心
眼
回

固
忿
ｑ
ぶ
司
み
鼎
咄
０
「
邨
殤
吊
斟
ほ

圖
φ
一
国
命
ｉ
雅
φ
同
一
面
・
聊
爾

即
答
鍬
患
賑
【
・
ｙ
」
ユ
り
印
コ
勧

請
嘸
罰
国
命
ｂ
ｙ
和
一
蜀
雨
日
石

￥
石
窟
Ｍ
低
徊
聡
呉
畑
山
砦

ー
｀
享
著
φ
伺
倅
ぶ
Ｔ
、
孫
囲
据
ぎ

　
簒
奪
仙
田
磋
｀
日
一
ｌ
￥
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０
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＝
９
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ｇ
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勝
利
ふ
ま
え
不
屈
の
前
進
を
」

一
』
Ｎ
　
　
”
　
’
　
　
　
’
’
Ｉ
　
Ｘ
　
７
　
Ｖ
　
’
ｌ
ｓ
ｒ
’
Ｔ
‾
Ｓ
　
ｊ
’
　
　
ｍ

獄
中
の
金
山
全
学
連
委
員
長
か
ら
の
手
紙
一

．
四
・
二
八
闘
争
の
大
爆
発
は
、
社
・
　
石
筆
マ
ル
鼠
な
ど
と
悳
っ
て
、
も
は
や

共
の
「
整
然
た
る
」
集
会
、
デ
モ
と
鮮

一
背
の
た
た
な
い
尻
酪
に
わ
れ
わ
れ
は
の

か
な
対
比
を
な
し
な
が
・
ら
、
沖
繩
奪
泄
盲
出
し
て
い
孚
・
忌
上
は
命
が
け

を
政
治
焦
点
と
し
て
浮
か
び
あ
が
ら
せ

ま
し
た
。

　
「
同
氏
的
悲
願
に
暴
力
は
無
用
」
と

し
て
闘
い
を
佐
藤
へ
の
お
願
い
や
尻
押

し
に
す
り
替
え
て
し
呑
っ
の
か
、
そ
れ

と
も
沖
縄
県
民
に
束
一
昭
ア
ジ
ア
植
民
地

支
配
・
い
拠
点
と
し
て
の
殲
牲
を
押
し
つ

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
し
か
延
命
す
る
こ

と
の
で
き
な
い
日
本
帝
国
主
義
を
、
本

土
・
沖
縄
共
同
の
任
務
と
し
て
打
倒
す

る
闘
い
と
し
て
沖
縄
闘
争
を
位
厩
づ
け

る
か
の
思
想
的
闘
い
に
勝
利
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
額

と
の
交
渉
の
中
に
沖
縄
問
題
○
解
決
が

あ
る
の
で
社
な
く
、
日
米
帝
国
字
義
打

倒
の
闘
い
の
中
に
こ
そ
わ
れ
わ
れ
の
進

む
べ
竟
奈
あ
る
と
い
う
意
味
で
「
沖

繩
問
題
に
暴
力
は
必
要
。
帝
国
主
義
支

配
い
暴
力
的
打
倒
こ
そ
闘
い
の
瀧
で
あ

る
」
と
堂
々
と
宣
言
す
る
必
要
が
あ
る

で
し
ょ
う
。

　
「
国
民
的
悲
願
に
暴
力
は
無
用
」
と

す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
・
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
の

宣
伝
に
真
向
か
ら
答
え
討
論
に
打
ち
勝

た
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
「
聶
力
は
無
用

か
否
か
」
は
、
安
保
粉
砕
・
日
帝
打
雙

を
広
く
大
衆
的
に
討
論
す
る
絶
好
○
旦

会
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
討
兪
こ
一

亘
？
示
の
中
の
驀

い
ご

を
顕
在
化
さ
せ
、
』
左
鼠
と
右
眠
へ
の
分

裂
を
公
然
と
行
一
っ
中
か
ら
、
最
も
信
頼

一

す
る
こ
と
の
で
言
部
隊
と
し
て
全
庖

巡
を
登
場
さ
せ
ヽ
参
詣
影
智
力
趾

戦
闘
力
を
数
倍
に
す
る
こ
と
こ
そ
、
権
一

カ
の
弾
圧
を
完
全
に
無
ご
化
す
る
這
勺

い
え
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
闘
争
に
勝
利

し
な
い
か
ぎ
り
、
「
四
・
二
八
は
終
っ

た
」
と
い
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
鉄
は
熱
い
う
ち
に
打
て
／

　
t
l
r
1
4
Q
K
z

l
l
4
u

l
，
l
s
a
一
ｓ
Ｍ
ｓ
＆
ｉ
．
ｌ
ｚ

ｌ
／
１
９
“
７
ｎ

で
泳
ぎ
を
お
ぼ
え
、
必
死
に
目
標
に
た

ど
り
つ
か
ね
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
た
だ
警
察
＝
公
的
暴
力
に
よ
っ

て
の
み
わ
れ
わ
れ
を
押
し
つ
ぶ
そ
う
と

す
る
住
瀕
内
閣
の
意
図
を
全
人
氏
の
目

||田|11H1111111111Ⅲ11HIIH11111lilll

前
で
つ
ぶ
す
こ
と
は
、
さ
ら
に
わ
れ
わ

れ
を
き
た
え
、
未
来
へ
の
新
た
な
一
歩

を
提
供
す
る
で
し
ょ
う
。
首
都
の
警
寮

管
理
を
打
ち
破
っ
た
成
果
を
大
胆
に
学

生
大
衆
の
中
に
持
ち
込
も
う
。
工
場
、

街
頭
、
大
学
、
官
庁
の
宇
専
権
を
め
ぐ
。

て
実
力
で
闘
わ
れ
る
も
の
こ
そ
階
級
闘

争
の
正
常
な
あ
り
方
で
す
。

　
十
・
八
羽
田
閥
争
を
聊
っ
中
で
確
認

し
た
「
異
常
を
正
常
に
／
正
常
を
異

常
に
／
」
を
ー
層
深
く
確
認
し
、
不
屈

の
前
進
を
か
ち
と
ろ
う
。

　
組
織
せ
よ
／
組
織
せ
よ
／
そ
し
て
組

織
せ
よ
／

４
・
2
8
、
晴
海
、
代
々
木
、

銀
座
の
示
す
も
の

　
社
共
は
伸
縮
代
表
団
○
メ
ン
ツ
を
た

て
て
一
応
形
式
だ
け
で
も
統
一
策
白
を

や
っ
た
。
し
か
し
単
な
る
竺
の
た
め

の
統
一
が
い
か
に
空
し
い
も
の
で
あ
る

か
を
、
当
日
の
代
々
本
巣
公
は
示
し
て

く
れ
た
。
一
つ
の
ス
テ
ー
ジ
か
ら
各
代

一
説
．
心
あ
い
さ
つ
が
別
々
に
反
響
し
、
別

・
々
こ
異
っ
た
拍
手
を
よ
ん
で
い
た
。
上

万
引

詔
回
目
一
息
［
ｓ

一
己
比
ふ
み
き
ら
せ
た
誇
り
と
と
も
に

一
圭
と
く
に
中
央
に
お
旨
ふ
や
呂

一
と
り
く
み
の
醜
態
を
見
せ
つ
け
ら
れ
て

礼

堅
し
た
こ
と
と
思
う
。
最
初
か
ら
参

加
す
る
気
な
ど
あ
り
よ
う
も
な
い
反
戦

の
排
除
に
つ
い
て
、
当
日
の
ス
テ
ー
ジ

の
上
に
あ
が
っ
て
ま
で
ま
だ
ぶ
つ
ぷ
つ

い
っ
て
い
る
日
共
野
坂
議
長
の
あ
い
さ

つ
は
、
す
ぎ
た
け
ん
か
の
棒
ち
き
り
を

聞
か
さ
れ
て
い
る
み
た
い
で
沖
糊
代
表

団
の
一
行
は
、
無
表
情
の
ま
ま
感
動
も

な
く
聞
い
て
い
た
。
十
万
人
以
上
を
動

員
し
た
こ
と
に
当
事
者
も
マ
ス
コ
ミ
も

満
足
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
沖
糊
伺
か

ら
す
れ
ば
大
東
京
で
「
こ
れ
ぼ
っ
か
」

と
自
慢
に
も
話
に
も
な
り
は
し
な
い
。

一 一

霖
古
演
出

闘
い
が
必
然
に
合
流
を
も
た
ら
し
た
。

話
し
あ
い
も
取
り
ひ
き
ち
無
用
で
あ
っ

た
。
代
々
木
の
十
万
人
集
会
よ
り
も
隋

海
板
橋
は
沖
縄
代
表
団
に
つ
よ
い
印
象

と
刺
激
を
仔
え
た
こ
と
と
思
う
。

英
　
興
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ね
を
侈
し
た
歴
史
的
意
味
を
重
視
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
政
党
や
組
合
の
そ

れ
ぞ
れ
の
事
情
で
火
だ
ね
り
っ
け
と
り

方
も
移
し
方
も
異
る
だ
う
っ
だ
が
、
問

題
は
既
成
の
組
織
が
い
か
に
料
理
す
る

沖
繩
人
民
党
は
最
初
敵
は
米
帝
で
惹
句
で
は
な
く
、
国
民
大
衆
が
各
自
の

る
、
と
し
て
東
京
行
動
に
反
対
し
て
い

た
ら
し
い
が
、
わ
れ
わ
れ
は
沖
繩
○
闘

い
を
、
現
地
か
ら
本
土
に
火
床
と
火
だ

剛1Ⅲ|1111日ilHHI田111Ⅲ}1

　
四
月
二
十
九
日
、
事
業
認
定
、
関
旭

工
事
翁
工
な
ど
激
戦
を
目
前
に
ひ
か
え

で
緊
迫
す
る
三
里
塚
を
、
束
京
・
沖
縄

を
軸
と
す
る
日
本
列
島
を
揺
る
が
す
沖

縄
デ
ー
の
興
奮
と
自
信
に
も
え
て
、
共

に
生
活
破
壊
と
戦
争
へ
の
這
を
阻
止

し
、
佐
瀬
帝
国
字
義
内
閣
を
打
倒
し
よ

’
っ
と
す
る
沖
繩
と
三
里
尿
Ｕ
箆
慾
絆

&
４１
１
１
＆
ｉ

ｓ
ｉ
ｉ
ａ

胃
袋
で
い
か
に
消
化
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

ヘ
軟
化
す
る
か
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で

沖
縄
代
表
団
が
参
加
し
た
中
失
笑
会
だ

け
で
な
く
、
全
国
各
地
で
も
た
れ
た
地

域
集
会
の
と
り
く
み
と
成
果
を
こ
そ
注

目
し
た
い
。
下
か
ら
の
、
地
方
か
ら
の

つ
み
あ
け
ら
れ
た
国
民
運
動
こ
そ
が
本

筋
だ
か
ら
。

　
二
・
四
ゼ
ネ
ス
ト
回
送
に
対
す
る
反

省
と
七
〇
年
安
保
の
展
望
の
う
え
に
立

っ
て
一
切
の
行
動
か
つ
み
重
ね
ら
れ
て

ゆ
く
。
し
か
し
今
度
の
四
・
二
八
闘
争

の
位
置
づ
け
は
果
し
て
前
ぶ
れ
ど
お
り

の
成
果
を
お
さ
め
た
だ
う
っ
か
。

　
交
通
巡
査
以
外
に
警
図
の
機
動
隊
が

み
ら
れ
な
か
っ
た
と
、
沖
繩
代
表
だ
ち

は
い
ぶ
か
し
く
思
っ
て
い
た
。
そ
し
て

ま
さ
に
沖
繩
の
火
は
代
々
木
公
園
の
中

央
集
会
で
は
な
く
、
沖
縄
代
表
団
の
参

加
し
て
い
な
い
銀
座
方
面
』
心
全
学
連
、

反
戦
○
闘
い
に
よ
っ
て
本
土
に
侈
さ

れ
た
。
大
衆
は
だ
れ
が
本
当
に
闘
う

も
の
で
あ
る
か
、
た
れ
が
本
当
の
味
方

か
、
口
舌
で
は
な
く
行
動
か
ら
読
み
と

る
英
智
を
身
に
つ
け
て
い
る
。

　
体
制
側
に
と
っ
て
十
万
人
の
秩
序
整

然
と
し
た
集
会
や
国
会
の
は
な
ぱ
な
し

い
論
戦
は
、
い
た
く
も
か
ゆ
く
も
な
い

こ
と
、
体
制
維
持
の
た
め
に
は
破
防
法

は
も
ち
ろ
ん
、
新
し
い
弾
圧
法
の
制
定

も
辞
さ
な
い
こ
と
、
し
か
し
伝
家
○
宝

刀
は
抜
か
な
い
問
が
花
で
、
抜
い
て
し

ま
。
て
民
衆
の
抵
抗
の
前
に
無
力
さ
を

示
し
た
ら
そ
こ
か
ら
次
々
と
法
体
制
の

空
洞
化
が
始
ま
る
こ
と
、
わ
れ
わ
れ
は

短
い
期
間
に
多
く
の
教
訓
を
習
得
し

宇

(10)

谷
安
雄
（
早
稲
田
大
）

　
　
東
京
拘
置
所
在
監

全
身
を
澄
ま
し
て
聞
き
入
り
、
終
れ

ば
ド
ア
を
蹴
破
っ
て
で
も
飛
ん
で
い

き
た
い
と
い
う
衝
動
は
ど
う
し
よ
う

も
な
い
く
ら
い
で
す
。

　
四
｀
・
二
八
当
日
、
東
京
抱
腹
所
は

何
を
血
迷
っ
た
の
か
、
運
動
を
中
止

し
、
入
浴
に
切
り
か
え
、
し
か
も
所

内
に
完
全
武
装
の
機
動
隊
を
配
麗
し

　
四
・
二
八
沖
繩
奪
泄
大
闘
争
に
惑
て
い
ま
し
た
。
恐
怖
に
お
び
え
る
彼

激
し
、
思
わ
ず
ペ
ン
を
と
り
ま
し
た
ら
は
、
ひ
と
り
ひ
と
り
を
分
断
し
、

逮
捕
さ
れ
て
か
・
ら
い
つ
の
ま
に
か
半
プ
ロ
ッ
ク
屏
の
中
に
閉
じ
こ
め
る
だ

年
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
け
で
は
安
心
で
き
ず
、
鍵
の
か
か
っ

半
年
間
、
東
大
、
沖
繩
心
二
つ
の
闘
だ
建
物
の
中
に
、
わ
れ
わ
れ
を
閉
じ

い
を
頂
点
に
、
実
に
多
く
の
、
そ
し
こ
め
な
け
れ
ば
安
心
で
き
な
か
っ
た

で
重
要
な
闘
い
が
閤
わ
れ
な
が
・
ら
、
の
で
す
。

そ
の
闘
い
を
座
視
す
る
よ
り
ほ
か
　
四
・
二
八
が
銀
座
を
″
解
放
区
″

な
か
っ
た
こ
と
に
は
、
深
い
怒
り
を
と
し
て
闘
わ
れ
た
こ
と
は
全
く
正
当

覚
え
ま
す
。
東
大
闘
争
で
も
云
っ
で
だ
と
思
い
ま
す
。
戦
後
二
十
四
年
閥

し
た
が
、
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
る
度
に
沖
伺
県
民
の
歴
史
的
惨
禍
の
上
に
築

沖
縄
代
表
、
三
里
塚
と
交
流

1111HIⅢ日出1liliS

Z
t
闘
う
統
一
行
動
七
共
感
」

吐
を
伸
縮
は
一
身
に
背
負
。
て
き
た
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
二
十
四
年

間
の
苦
し
い
闘
い
の
中
で
常
に
考
え
た

の
は
、
『
わ
れ
わ
れ
の
苦
し
さ
に
対
し

て
本
土
の
人
達
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
か
』
と
い
う
不
安
と

期
待
で
あ
っ
た
。
先
日
、
東
京
で
復
帰

協
の
ビ
ラ
を
ま
い
た
が
、
本
土
○
人
達

ａ
Ｓ
ｉ
ｌ
ａ
＆
ａ
＆
ｉ
ｉ

．
．
Ａ
ｉ
ａ
ａ

ａ
=
Ｊ
Ｉ
＆

の
圧
倒
的
爆
発
に
ふ
れ
て
、
「
沖
繩
闘

争
が
大
衆
的
決
起
に
よ
っ
て
、
か
つ
て

な
い
盛
上
り
を
見
て
い
る
こ
と
は
心
強

い
感
じ
だ
。
自
分
た
ち
は
、
代
々
木
公

園
幻
『
統
一
集
会
』
に
参
加
し
た
が
、

本
土
に
お
け
る
党
議
闘
争
が
思
っ
た
以

上
に
尿
し
い
の
に
驚
い
た
。
し
か
し
、

そ
れ
だ
け
真
剣
に
冲
柘
の
こ
と
が
考
え

一
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（
川
崎
市
沖
縄
問
題
協
議
会
事
務

局
長
・
沖
縄
県
人
会
）

闘
争
は
当
然
で
あ
り
、
や
む
を
え
な

い
。
わ
た
く
し
た
ち
は
、
晴
海
に
着
い

た
と
き
、
そ
の
場
で
機
動
隊
○
暴
力
的

姿
を
目
の
当
り
見
た
。
ジ
グ
ザ
グ
デ

モ
で
な
い
デ
モ
な
ん
て
い
っ
た
い
あ
る

だ
ろ
う
か
。
一
体
化
を
□
に
す
る
本
土

政
府
が
沖
縄
を
い
か
に
考
え
て
い
る

か
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
時
の
攻
撃
の

部
が
必
要
に
な
’
っ
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。
そ
し
て
『
佐
潭
内
閣
打
倒
・
安
保

粉
砕
』
こ
そ
わ
れ
わ
れ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

だ
」

　
全
国
行
脚
と
い
う
夜
帰
協
の
忙
し
い

日
程
○
な
か
で
行
な
わ
れ
た
こ
の
交
流

は
、
半
日
と
い
う
惣
い
時
間
で
あ
っ
た

が
、
空
港
予
定
地
視
察
や
土
地
収
用
を

妨
害
す
る
立
木
、
一
坪
登
記
な
ど
、
沖

伺
・
三
里
塚
を
結
ぶ
共
同
の
闘
い
は
、

固
い
連
帯
を
確
立
し
た
。

今
日
も
沖
縄
の
地
、
沖
縄
復
帰
協
と
書

か
れ
た
大
き
な
名
札
だ
つ
け
て
、
二
十

肩
に
も
お
よ
ぶ
松
○
木
が
二
千
五
百
肩

滑
走
路
予
定
地
ど
真
中
に
立
ち
そ
だ
え

て
い
る
。
三
里
塚
○
農
民
も
、
こ
の
交

流
会
を
通
じ
て
沖
縄
問
題
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
、
こ
れ
か
ら
の
三
里
塚
闘

争
を
沖
縄
奪
磯
７
七
〇
年
安
保
粉
砕
の

応ち
帛恒

ら

の
一
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、
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包

者
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